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よび乳汁の採取は，投与前 （0 日），投与後 6時間，1，2，
3，7および 14 日に実施した。
　検査項目は，各供試牛の臨床症状の観察に加え，乳汁










　また，効果の群分けは，rbGM-CSF 投与後 14 日の時
点で CMT変法の結果が陰性となった牛群を CMT改善
群とし，陰性以外の牛 （±～ 3+） 群を CMT非改善群と
定義した。
成績概要
　供試牛 13 頭中，CMT改善群は 5頭，非改善群が 8頭
であり，CMT 改善率は 38.5% であった。臨床症状は，






一方，非改善群では投与後 3～ 7 日に再上昇し，投与後
14 日に投与前の状態（±～ 2+）となった。投与後 7 日








CSF 投与前において 2群間に差はなかったが，投与後 6
時間では CMT改善群が非改善群に比して有意に高値と
















　乳房内 rbGM-CSF 投与によって，投与後 14 日の時点




ら，乳汁中の SA数に関しては，投与前の SA数が 10 の
3 乗台（CFU/mL）の乳房炎に対して rbGM-CSF による
































































　本試験において，著者らは rbGM-CSF の SA性乳房炎
に対する治療効果を調べるために乳房内投与試験を行っ
たところ，CMT改善効果を有する場合があることを見
出した。さらに，それによる CMTの改善牛と非改善牛
の間では，rbGM-CSF 投与時の乳汁中 SA数および末梢
血中への顆粒球の誘導に差があることを確認し，これら
が CMTの改善効果の有無に関与していることを示唆し
た。現在，rbGM-CSF 乳房内投与による CMT改善効果
の臨床的意義を明らかにするために，改善効果が明ら
かな牛の特性解明に取り組んでいる。その解明により，
rbGM-CSF の臨床応用への可能性および適応を示すこと
ができると考えられる。
